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３．マスタ保守業務 メニュー
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３．１ 消費者保守

消費者の登録、更新をおこないます。

(1) 画面

(2) 操作手順

①入力担当を指定します。

②消費者コードを入力し、［選択］ボタンをクリックします。

③指定の消費者が既登録なら「更新」、登録されていなければ「新規」が表示されます。

④ブロックから状態まで、必要な項目を入力します。

項目の説明

1. ブロック 旧システムのものです。新システムでは不要です。
2. 調査支所
3. 所轄支所 販売店の所属する支所です。
4. 消費者名 全角、半角混在で４０桁まで。
5. フリガナ 半角で３０桁まで。

6. 電話 半角で１４桁まで。
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7. 郵便番号 郵便住所の右７桁です。
8. 郵便住所 郵便番号＋３桁。コードを直接入力するか、

［住所］ボタンを押して選択画面から［選択］で指定します。

9. 販売店
［販売店 ］ボタンを押して選択画面から［選択］で指定します。
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★ ［コピー］ボタンを押すと、表示されているデータを保存できます。

「新規」消費者で［貼付］ボタンを押すと、コピーしたデータを貼り付けます。
共同住宅などの登録には便利ですが、消費者名や電話番号などは注意してください。

⑤［更新］ボタンで、更新します。

★ 「空消費者コード検索」からも実行できます。
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３．２ 消費者保守新規

入力担当を指定すると、開始新規消費者コードが表示されます。
これはその時点の最大消費者コード＋１です。
番号は変更することができます。複数台のワークステーションで新規登録を行う場合は、
例えば、

１台目 ３０３００

２台目 ３０４００
のように、間隔をとって下さい。この例では、１台目のワークステーションでは、１００件
の登録が行えます。

１件追加すると消費者コードが＋１されます。

(2) 操作手順

消費者コードが自動で＋１される以外は消費者保守と同じです。
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３．３ 消費者保守リスト形式

複数の消費者を一覧形式に表示入力し、更新することができます。
新規消費者の登録はできません。
ハンディに抽出すみの消費者は表示はされますが、更新はしません。

(1) 画面

(2) 操作手順

①支所を入力し入力担当を選択してください。

②対象消費者を抽出します。

［対象消費者抽出］ボタンをクリックします。
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条件を入力し、［抽出］ボタンをクリックします。例は、販売店０００１を指定しています。
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③修正項目を入力します。
コード（消費者コード）、調査員、枝番、最新調査日、調査番号、前回調査日は変更できま
せん。

④［更新］ボタンをクリックして更新します。

＜文字などの入力方法＞

①文字列を更新する場合は、該当箇所を、ダブルクリックします。

３１２００３２０００ --> ３１２００３２０００

のように反転表示になり、文字入力ができます。

②「施設区分」「調査結果」などを選択すると、画面左側に、コード表が表示されるので、
参考にして下さい。

③「Enter」で、カーソルは右に移動、「↓」「↑」で上下に移動します。
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３．４ 各種区分保守

調査入力用のコードと名称の保守です。
システム全体にかかわるので、「２９ 特記」以外は変更しないようお願いします。

(1) 画面

(2) 操作方法

①区分を入力します。
Ｎｏから更新日までが表示されます。

［表示順切り替え］ボタンで名称順、表示順 を切替ることができます。
データ数が３０以上の場合は
キーボードの［Ｆ７］で次の３０行を表示します。

［Ｆ８］で前の３０行を表示します。

②機能を、１～４で選んで下さい。
「追加」 コードを４桁で入力します。

名称を入力します。
ハンディ出力を入力します。１はハンディに送信されます。０は送信されないので
調査入力に使用できません。

表示順を入力します。調査入力の選択画面に表示する順番です。

「確認」に答えます。
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「変更」 コードを４桁で入力します。
あとは、追加と同様です。

「削除」 コードを４桁で入力します。
★重要：一度追加した内容を削除すると、調査票その他が正しく出力されないこと

が考えられます。
削除するまえにサポート担当に相談してください。

「印刷」 印刷範囲と印刷順を入力します。
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３．５ 郵便地区保守

(1) 画面

(2) 操作方法

①表示範囲の指定を入力します。
データ量が多いので、必要な範囲のみを表示するために郵便地区コード、または地名を入力
できます。
地名を指定した場合は「地名の検索条件」も指定します。

②機能の指定を入力します。
追加 であれば コード から ハンディ出力 を入力し、確認に答えます。
変更、削除 該当データの表示されているＮｏを入力します。

印刷 なら 印刷範囲、印刷順を入力すます。

◎ 追加、削除は表示データが多いと、再表示に時間がかかる場合があります。
カーソルが「機能」に戻るまで待ってください。
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３．６ 販売店保守

ハンディの調査入力に使われる販売店マスタの保守です。
新規登録する場合は、販売管理マスタ保守の「販売店マスタ保守」で先に作成して下さい。
このプログラムでは、更新のみが行えます。

(1) 画面

(2) 操作方法

①名前（ふりがな）、コード番号で販売店を選択します。

画面のリストに表示されているものを選択する場合は、販売店名をダブルクリックしても
更新できます。
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②任意の箇所を更新して、［更新］をクリックすると、以下のように表示されます。

③実際に更新してよければ、「はい」をクリックして下さい。
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３．７ 消費者の販売店一括変更

販売店が統合された場合などに使用してください。
(1) 画面

(2) 操作方法
①支所、入力担当を指定します。

②現在の販売店を指定します。

［消費者数カウント］ボタンで消費者数を確認できます。
消費者の一覧表が必要なら 消費者参照などで印刷してください。

③新しい販売店を指定します。
消費者数のカウントは同様です。

④状態変更を選択します。

「削除にする」はダミーの販売店を作成し削除予定の消費者をいれておく場合などに利用出
来ます。

⑤［変更］ボタンで実行します。

◎消費者マスタの販売店コードは変わりますが、過去の調査データの販売店は変わりません。
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３．８ 消費者削除

消費者マスタの状態が”１”のマスタと過去の調査全部を削除します。
削除データはサーバーに別の形式で保存されます。が、メニューのプログラムから復活するこ
とはできません。

(1) 画面

(2) 操作方法
①入力担当を指定します。

②［削除消費者一覧表印刷］ボタンで印刷できます。

③［削除実行］で削除します。

◎ ハンディに抽出すみの消費者と調査日が当月の消費者は削除しません。
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(3) 印字サンプル


